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○

預
金
保
険
機
構
が
特
定
回
収
困
難
債
権
の
買
取
り
決
定
を
行
う
た
め
の
基
準
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
三
年
金
融
庁
・
財
務
省
告
示
第

号
）

改

正

案

現

行

預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
百
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
回
収
困
難
債
権
を
買
い
取
る
た

め
の
基
準
を
以
下
の
と
お
り
定
め
る
。

法
第
百
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
預
金
保
険
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と

（
新
設
）

い
う
。
）
が
特
定
回
収
困
難
債
権
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
回
収
困
難
債

権
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
買
取
り
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
機
構
は
買
取
り

を
行
お
う
と
す
る
貸
付
債
権
（
同
項
に
規
定
す
る
貸
付
債
権
を
い
う
。
）
が
特
定

回
収
困
難
債
権
で
あ
る
こ
と
及
び
買
取
価
格
に
つ
い
て
、
第
三
者
か
ら
意
見
を
聴

く
な
ど
適
正
な
手
続
を
経
る
こ
と
と
す
る
。


